
                                      

 

 

令和元年１２月２４日 

                            資料へのお問合せ先 

                               奈良市教育委員会 教育部 

                               文化財課 史料保存館 

                                                         電話 0742-27-0169 

 

史料保存館 企画展示 

新収蔵史料展紹介  
  

 史料保存館では、奈良町の歴史情報発信とともに、市内に残る歴史資料の収集に努めてい

ます。今回の展示では、平成 28 年度から 30 年度の間に寄贈を受けた史資料の中から、奈良

町ゆかりの近代史資料を中心に、新知見となる史資料の 55 点と参考資料５点を紹介します。 

 

 １．開催概要 

会  場  史料保存館 展示室（奈良市脇戸町1-1） 

 

会  期  令和２年１月７日（火）～３月１日（日） 
       

        

開館時間  午前９時～午後５時（入館は午後４時半まで） 

              

休 館 日  月曜日・祝日の翌平日（祝日は開館） 

      1 月 14 日（火）・２月 12日（水）・25 日（火）  

      休館 

        

入 館 料  無料 

    

展示解説  史料保存館で、館員による展示解説を２回 

            行います。約30分の予定。申し込みは不要 

      です。 

 ［日時］  ①1月12日（日）午後１時半～  

       ②2月４日（火）午後１時半～ 

 

２．展示の見どころ 

 今回の展示では、新たに寄贈を受けた史料の中から、これまで知られていなかった近代奈

良町の新史料を中心に紹介します。椿井小学校校舎関係図面は、明治９年（1876）建築の校

舎に代わって明治 40 年（1907）に新築された校舎の図面です。明治後期の椿井小学校の外観

と、内部の教室等の配置が分かる貴重な史料です。また、奈良の伝統産業として有名な墨の

製造で用いる墨型 19 点を展示します。墨の完成品はよく目にすることはあっても、その型作

りに欠かせない墨型を目にする機会は少なく、墨型の構造や墨の表面を飾るいろいろな模様

などを間近でご覧いただける貴重な機会です。また、墨の仕上げ（磨き）に使用する大きな

ハマグリの貝殻も展示します。この他、昭和初期の御霊神社（薬師堂町）秋季例大祭の写真や

瓦堂町の旧蔵史料なども展示します。さらに、これらの史料の時代背景を知る上で参考とな

る、明治・昭和の版図を展示して、近代の町の変化を紹介します。 

 

 
史料保存館・奈良町にぎわいの家の場所 

報道資料（奈良県文化記者クラブ、奈良市政記者クラブ同時配布） 



３．展示関連イベント 

① にぎわいの家出張展示「タイムトラベル奈良町～新収蔵史料紹介－近代の奈良町新知見－～」 

 「新収蔵史料紹介－近代の奈良町新知見－」展開催に合わせ、展示開催を多くの人に知っても

らうために、奈良町にぎわいの家において、展示に関連した史料の一部を出張展示し、あわせて

史料保存館員による史料解説を行います。 

   日 時 ３月１日（日）  午後２時～４時 

               （館員による展示解説は午後２時から 30分程度） 

   会 場 奈良市中新屋町５  奈良町にぎわいの家 

   費 用 無料 

   申 込 不要 

 

４．告知方法  市ホームページ・twitter・関西文化.com・しみんだより 1月号・ 

     チラシ配布・報道機関及び歴史街道推進協議会への情報提供、 

     周辺施設への広報 

 

展示予定史料 

 （１）椿井小学校校舎平面図（上） 立面図（下） 明治 

   

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明治 40年（1907）11 月 10 日落成した、奈良市立椿井小学校校舎の平面図と立面図です。 

 椿井小学校は、明治５年（1872）に漢国町念仏寺境内に設立した陶化舎に始まり、明治９年（1876）

に椿井町に当時としてはモダンな洋風の校舎が新築されました。その後生徒数の増加に対応する

ため、木造２階建ての新校舎が建設されることになります。今回の展示資料は、その校舎に関連

する図面です。明治 38 年（1905）に起工、明治 40 年（1907）完成し、昭和 32 年（1957）に新

たな校舎に建て替えられるまで、多くの子供達の学び舎としての役割を果たしました。残念なが

ら図面の元蔵者と作成者についての詳しい情報は伝わっていませんが、明治頃に製図の仕事をし

ていた方がおられたようです。 

 

※参考資料 

椿井小学校校舎写真（椿井小学校所蔵） 

〇撮影時期 

（上）明治 40年 11 月 10 日落成日 

（下）時期不明 



（２）奈良墨製墨資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）御霊神社秋季例大祭渡御式参列稚児写真 （撮影：昭和初期頃・築地之内町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今 子町にあった製墨会社勝栄堂で、製墨工程で使用していた墨型ほかの資料です。墨型が

19 点あり、この内１点は、唐墨の墨型です。三枚型の墨型が６つのパーツからなることがわか

るなど、墨型の構造や墨の表面を飾るいろいろな模様などがみてとれます。その他の道具

には、ハマグリの貝殻があります。これは、仕上げの磨き上げに使用したものです。これらは、

製墨工程には欠かせない道具類ですが、普段は目にすることがありませんので、今回の展示は、

間近で見ていただける貴重な機会です。 

 昭和初期頃の、御霊神社（薬師堂町）で行われた秋季

例大祭渡御式に参列の稚児を撮影した写真です。撮影

場所は築地之内町で、被写体の稚児及び撮影者は不明

です。現在も毎年秋に御霊神社の秋季例大祭渡御式が

行われ、奈良町内を神輿や獅子舞、氏子などが練り歩き

ます。稚児は人力車に乗って参列します。 

 写真から、かつての祭礼では、稚児は騎馬で参列して

いたことや、当時の衣装がわかり、貴重な史料といえま

す。 


